
第４回 西猪名公園管理運営協議会 
  

日 時：令和６年３月12日（火）10:00～12:00 

場 所：川西市商工会館 ４階 多目的ホール 

 

 次 第 
 

１ 開会 

 

２ 協議事項 

（１）第３回西猪名公園管理運営協議会における発表意見概要 

 

（２）検討に当たっての基本的な考え方【自然環境保全】(案) 

 

（３）検討に当たっての基本的な考え方【活性化】(案) 

 

（４）その他 

 

３ 閉 会 

 

＜資 料＞ 

出席者名簿 

配席図 

（資料１）  第３回管理運営協議会における発表意見概要 

（資料２-１）検討に当たっての基本的な考え方【自然環境保全】(案) 

（資料２-２）西猪名公園ゾーニング図A(案) 

(資料２-３) 西猪名公園ゾーニング図A’(案) 

(資料２-４) 西猪名公園ゾーニング図B(案) 

（資料３）  検討に当たっての基本的な考え方【活性化】(案) 

(資料４)  西猪名公園の施設利活用における対応について 
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(社会福祉法人友朋会　あいな清和苑)

2 後藤　万結子

3 茶谷　和子

4 筒井　為弘

5 岸本　和子
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第３回西猪名公園管理運営協議会における発表意見概要

頂いたご意見については、管理運営協議会・公園管理者等において、実施の可否などを含め今後検討の材料としていく。

意見要旨

・公園で開催されるイベントの情報が十分に周知できていない。
・園内で生じるコミュニケーションが非常に重要であり、高齢者などの心のケアにも繋がると考える。

・園内を散策する方に楽しんで頂けるような植栽があれば良いのではないか。
・植栽に係るボランティアの確保について検討が必要と考える。
・公園にシンボリックな施設があれば良いのではないか。

・西側スロープに手すりがついていない、テニスコート横階段の段差が高くて利用しづらい等の意見がある。
・公園の側溝に設置してある金属製の網について、網目の幅が大きく車椅子による通過が困難な箇所がある。
・園内の手すりやベンチが少なく疲れるとの声がある。
・車椅子が通りやすい道があれば良いのではないか。

・展望広場及びその付近の小道で自然体験プログラムを実施しているが、傾斜のため参加者全員を把握しづらい上、
　転倒の恐れがあるので、もう少しフラットな場所でできれば良いと考える。
・もう少し自然が豊かになると自然環境プログラム等で利用できる場所が増えると考える。

・遊具や砂場が利用しづらい。またボール等で遊べる場所があれば良いと考える。
・授乳施設等が設置されていると良いのではないか。
・園内で花火ができる場所があればありがたい。
・室内で飲食ができる場所や売店等があると利用しやすい。
・貸し会議室により園内で様々な活動が行えたら良いのではないか。
・公園入り口付近に自転車が置いてあることで正面の園路が狭くなっている。
・本などが置いてある学習スペースのような場所があればよいのではないか。

・公園の多目的利用及び情報発信のために、親子参加型のイベントを実施してはどうか。

資料１


